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【特集】高齢者の元気・安心を応援します
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「夢、無限大」
感動おばま



高
齢
者
の
元
気
・
安
心
を
応
援
し
ま
す

Ｑ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
い
つ
か
ら
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

平
成
18
年
度
に
、
介

護
だ
け
で
な
く
福
祉
、

健
康
、
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
相
談
に
対
応
す
る
機
関
と
し

て
設
置
し
ま
し
た
。
現
在
、
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
高
齢

者
の
な
ん
で
も
相
談
窓
口
と
し
て

高
齢
者
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
の
10
年
間
の
相
談

実
績
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

相
談
件
数
は
、
平
成

18
年
度
の
約
７
７
０
件

か
ら
年
々
増
加
し
、
平
成
27
年
度

に
は
約
２
０
０
０
件
と
な
り
、
約

２
・
６
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
中
で
最
も
多
い
も

の
は
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

で
、
平
成
27
年
度
で
は
相
談
件
数

全
体
の
約
半
分
の
１
０
２
０
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
10
年
間
で
最
も
増

え
た
相
談
内
容
は
認
知
症
に
関
す

る
こ
と
で
、
平
成
18
年
度
の
16
件

か
ら
、
平
成
27
年
度
は
約
３
７
０

件
と
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

相
談
対
応
の
他
に
ど

の
よ
う
な
役
割
が
あ
り

ま
す
か
？

Ａ　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
や
、
高
齢
者
夫
婦
等

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
地
域
の
見
守
り
体
制
を
整

え
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
に
、
地
域
住
民

に
よ
る
「
見
守
り
活
動
」
を
強
化

す
る
た
め
、
定
期
的
に
高
齢
者
宅

に
配
達
や
訪
問
を
行
っ
て
い
る
事

業
者
や
、
日
常
業
務
で
市
民
の
異

変
を
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
な
事

業
者
に
協
力
を
呼
び
掛
け
、「
小

浜
市
地
域
見
守
り
活
動
」
に
関
す

る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
現
在
、

市
内
23
の
事
業
所
の
皆
さ
ま
の
参

加
を
得
て
、
積
極
的
な
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
認
知
症
高
齢

者
な
ど
の
徘は

い
か
い徊

が
問
題
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
10
月

か
ら
徘
徊
に
よ
り
行
方
不
明
に

な
っ
た
時
に
早
期
に
発
見
で
き
る

よ
う
、「
小
浜
市
高
齢
者
お
よ
び

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
現
在
の
１
カ
所
か
ら

２
カ
所
に
増
や
し
ま
す
。
市
内
全
域
を
２
つ
の
圏
域
に
分
け
、
担
当
地

区
を
設
定
し
て
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
介
護
予
防
を
は
じ
め
と
し
た

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

同
セ
ン
タ
ー
次
長
の
安
倍
小
百
合
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。
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■
４
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
２
カ
所
に
な
り
ま
す

障
が
い
者
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

日
常
業
務
の
範
囲
内
で
捜
索
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
関
係
機
関

（
者
）
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

行
方
不
明
者
の
発
生
に
合
わ
せ
、

そ
の
情
報
を
配
信
す
る
こ
と
で
、

早
期
発
見
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

さ
ら
に
、
シ
ス
テ
ム
が
よ
り
効

果
的
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
、
徘
徊

の
心
配
が
あ
る
人
に
は
事
前
登
録

を
お
勧
め
し
て
お
り
、
平
成
28
年

12
月
末
時
点
で
50
人
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
健
康
に
関
す

る
相
談
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
相
談

が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
る

こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の
介
護
予

防
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
最
近
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
の

で
何
か
運
動
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」
と
か
「
う
ち
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
こ
の
と
こ
ろ
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
、
寝
た
き
り

に
な
ら
な
い
か
心
配
で
、
ど
う
し

た
ら
い
い
で
す
か
」
と
い
っ
た
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

状
況
に
応
じ
て
、
介
護
保
険
の

申
請
や
、
介
護
予
防
教
室
へ
の
参

加
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
は
意
識
付
け
が
大
切

で
、
高
齢
者
が
自
ら
積
極
的
に
介

護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、体
操
教
室
を
開
い
た
り
、

地
域
の
健
康
サ
ー
ク
ル
活
動
に
対

す
る
指
導
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

平
成
29
年
度
か
ら
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
２
カ
所
に
増
え
る
理
由
は
な
ぜ

で
す
か
？

Ａ　

こ
の
10
年
間
の
高
齢

者
人
口
は
、
平
成
18
年

の
約
８
４
０
０
人
か
ら
平
成
27
年

度
は
約
９
２
０
０
人
に
増
加
し
、

高
齢
化
率
は
、
25
・
７
㌫
か
ら

30
・
１
㌫
と
高
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
先
ほ
ど
も
述
べ

ま
し
た
よ
う
に
相
談
件
数
が
増

加
し
、
併
せ
て
相
談
内

容
も
、「
相
談
の
解
決
に

時
間
を
要
す
る
」、「
多

く
の
関
係
機
関
の
協
力

が
必
要
」、「
虐
待
に
発

展
す
る
危
険
性
が
あ
る
」

な
ど
支
援
の
困
難
な
事

例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か

広報おばま　平成 29. 3❷

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

誰
か
ら
も
頼
ら
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
す市地域包括支援センター

安
あ べ

倍 小
さ ゆ り

百合 次長（55 歳）

激
増
す
る
認
知
症
に
関
す
る
相
談

「
地
域
見
守
り
活
動
」や「
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
整
備

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」や「
認
知
症
予
防
体
操
サ
ー
ク
ル
」で

介
護
予
防
の
意
識
付
け
と
自
ら
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
支
援

■特集−高齢者の元気・安心を応援します

■問い合わせ
　地域包括支援センター
　　　　　　☎ 64-6015

地域包括支援センターの保健師、大
おおたに

谷望
のぞみ

です。太良庄区の「いきいき百歳体操」を紹介します。
「区を挙げて介護予防に取り組みたい」という皆さんの熱い思いがきっかけとなり、平成 28年 8月から始ま
りました。月に２回、約 20人が区の集会所に集まり、DVDを見ながら約 40分間オモリを使った体操を行い
ます。参加者からは、「階段の上り下りが楽になった」「立ったり座ったりが楽になった」「つえをつかなくなっ
た」などの声が上がっています。センターでは、このような活動を支援しますので希望があれば連絡してく
ださい。　　　　　　　　　（表紙と上の写真は 2月 8日の太良庄公会堂での「いきいき百歳体操」の様子）

●
太
良
庄
い
き
い
き
百
歳
体
操
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ら
、
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
は
、
相
談
窓
口
の
さ
ら

な
る
充
実
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
策
定
し
た
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い

て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

担
当
地
区
を
２
つ
に
分
け
る
と
と

も
に
、
１
カ
所
か
ら
２
カ
所
に
増

や
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

Ｑ　

２
カ
所
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ

う
に
運
営
さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ　

１
カ
所
は
今
ま
で
ど

お
り
小
浜
市
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
市
が
運
営

し
ま
す
。

　

新
し
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
東
小
浜
駅
に
併
設
さ
れ

た
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜
に
設

置
し
、
運
営
は
小
浜
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
行
う
予
定
で
す
。

Ｑ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
２
カ
所
に
な
る

こ
と
で
何
が
変
わ
り
ま
す
か
？

Ａ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
２
カ
所
に
す
る

こ
と
で
、担
当
職
員
が
増
員
さ
れ
、

き
め
細
か
な
対
応
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
身
近
で
相

談
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
に
担
当
地
区
を
設
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
浜
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
包
括
）
が
、
小
浜
・
雲

浜
・
西
津
・
内
外
海
・
加
斗
地
区

を
、
小
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
社
協
包

括
）
が
、
国
富
・
宮
川
・
松
永
・

遠
敷
・
今
富
・
口
名
田
・
中
名
田

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

そ
れ
で
は
担
当
地
区

で
な
い
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
行
く
と
受
け

付
け
て
も
ら
え
な
い
の
で
す
か
？

Ａ　

そ
の
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
担
当
外

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
に
行
か
れ
た
場
合
も
初
回
の
相

談
に
は
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

初
回
で
解
決
で
き
ず
継
続
し
た

関
わ
り
が
必
要
な
場
合
は
、
担
当

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　
体
調
が
悪
か
っ
た
り
、

家
族
の
介
護
で
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
行
け
な
い
と

き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ　

ま
ず
は
電
話
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
状
況

に
応
じ
て
、
職
員
が
自
宅
を
訪
問

し
相
談
に
応
じ
ま
す
。

Ｑ　

ほ
か
に
ど
の
よ
う
な

相
談
が
で
き
ま
す
か
？

Ａ　

ほ
か
に
は
、
認
知
症

等
で
判
断
能
力
が
衰
え

た
人
の
財
産
管
理
の
た
め
の
「
成

年
後
見
制
度
」
利
用
に
つ
い
て
の

支
援
や
、
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族

の
健
康
相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

見
守
り
活
動
に
参
加
し
て
積
極
的
に

情
報
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た大和交通㈱ 常務取締役

今
い ま む ら

村 治
は る よ し

義 さん（63 歳・美浜町）

　

若
い
世
代
と
同
居
さ
れ
て
い

て
も
、
一
人
で
乗
車
し
て
買
い

物
に
出
か
け
る
人
が
多
い
で
す
。

買
い
物
漏
れ
で
再
度
タ
ク
シ
ー

を
要
請
す
る
ケ
ー
ス
や
、
一
人

暮
ら
し
の
人
が
複
数
の
ス
ー

パ
ー
を
回
り
大
量
の
食
料
品
を

購
入
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
で
は
と
疑
っ
て
も
、

本
人
に
は
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
ね
。「
業
務
上
知

り
得
た
情
報
」
や
「
個
人
情
報
」

の
兼
ね
合
い
で
情
報
提
供
に
迷

い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
見
守
り

活
動
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
迅

速
な
連
絡
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
連
絡
し
た
後
は
専

門
的
な
対
応
を
し
て
も
ら
え
る

の
で
安
心
で
す
。
タ
ク
シ
ー
を

日
々
利
用
す
る
人
に
関
し
て
は
、

そ
の
人
の
健
康
状
態
ま
で
気
遣

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
高
齢

化
社
会
の
公
共
交
通
の
役
割
と

し
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

市
の
地
域
見
守
り
活
動
の
協
力
事
業
者
で
、
タ
ク
シ
ー
事
業
を
営
む
大

和
交
通
㈱
の
今
村
治
義
さ
ん
に
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

●地域見守り活動最前線インタビュー

公共交通の役割として貢献したい

■特集−高齢者の元気・安心を応援します

地域包括支援センターの主任保健師、早
は や さ こ

佐古祐
ゆ う こ

子です。認知機能アップに効果がある運動プログラム
（コグニサイズ）を取り入れた体操サークルを紹介します。
認知症予防に積極的に取り組んでもらうため、認知機能アップに効果がある運動プログラムを取り入
れた体操サークル「脳とからだサークル」を開いています。参加者からは、「1人ではできないがみん
ながいるとできる」「動いた後はスッとする」「会話が楽しい」などの声が上がっています。健康管理
センターを会場に、月２回程度、その日に集まった人たちで相談しながらプログラムをこなします。
ゆるいサークルなので気軽に参加してください。（写真は２月10日の「脳とからだサークル」の様子）

●
脳
と
か
ら
だ
サ
ー
ク
ル

よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
相
談
で
き
る
よ
う
に

セ
ン
タ
ー
増
設　

担
当
職
員
増
員

4 月からの地域包括支援センターの体制と業務内容

【人員配置】

○管理者

○保健師

○社会福祉士

○主任ケアマネジャー

○ケアマネジャー

○事務員

【人員配置】

○管理者（兼務）

○保健師

○社会福祉士

○主任ケアマネジャー

○ケアマネジャー

○事務員

市包括 社協包括

【担当地区】
小浜・雲浜・西津・内外海・
加斗

【担当地区】
国富・宮川・松永・遠敷・
今富・口名田・中名田

【担当地区内高齢者人口】
平成 28 年 10 月 1 日現在

4,791 人

【担当地区内高齢者人口】
平成 28 年 10 月 1 日現在

4,351 人

【設置場所】
市健康管理センター（南川町）

☎ 64・6015

【設置場所】
サン・サンホーム小浜（遠敷）

☎ 56・5855

①介護予防ケアマネジメント業務
自立して生活できるように支援します

②権利擁護業務
高齢者の権利や財産を守ります

③包括的・継続的ケアマネジメント業務
暮らしやすい地域づくりを進めます

④総合相談業務
あらゆる悩みの相談窓口になります

⑤介護予防支援事業
要支援者のプランを立てます

⑥介護予防事業
介護予防のための教室などを実施します

⑦認知症総合支援事業
認知症の人やその家族を支援します

⑧在宅医療・介護連携推進事業
医療と介護のサービスが切れ目なく受け
られる体制を整備します

※地域見守り活動は、平成 27年 3月から、民生委員、ひとり暮らし老人相談員などに加え、金融機関、新聞販売店、タ
　クシー事業者など、現在 23事業所の参加を得て取り組んでいます。協力していただける場合は問い合わせてください。

小浜市地域包括支援センター 小浜市社会福祉協議会地域包括支援センター



 
く
ら
し
に
便
利
。
24
時
間
い
つ
で
も
ど
う
ぞ

コ
ン
ビ
ニ
納
付
始
ま
り
ま
す

　

平
成
29
年
４
月
以
降
に
発
行
す
る
市
税
や
上
下
水
道
料
金
な
ど
の
納
付
書
か
ら
、全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以
下
「
コ
ン
ビ
ニ
」）で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、金
融
機
関
が
営
業
し
て
い
な
い
時
間
帯
や
、土
日
・
祝
日
で
も
納
付
が
可
能
に

な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
ど
お
り
、各
金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
と
上
下
水
道
料
金
は
郵
便
局
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん

　
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る 

市
税
や
料
金
な
ど

●
固
定
資
産
税

●
軽
自
動
車
税

●
市
・
県
民
税

●
国
民
健
康
保
険
税

●
上
下
水
道
料
金

納
付
書
の
様
式
を
コ
ン
ビ
二 

納
付
対
応
に
変
更

　

納
付
書
が
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付

対
応
の
バ
ー
コ
ー
ド
入
り
の
様

式
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

ど
お
り
金
融
機
関
や
市
役
所
窓

口
で
も
取
り
扱
い
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
税
の
納

付
書
は
各
納
期
分
を
ま
と
め
て

と
じ
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い

納
付
書
は
１
枚
ご
と
の
単
票
に

な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

期
別
や
納
期
限
を
よ
く
確
認
し

た
う
え
で
、
納
め
る
分
の
納
付

書
だ
け
を
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
の
納
付
書
は
、

圧
着
は
が
き
１
枚
で
、
一
番
右

が
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
料
金
の
納
付
書
は
、

上
水
道
と
下
水
道
を
合
わ
せ
た

金
額
で
記
載
し
、
上
水
道
、
簡

易
水
道
、
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
、
漁
業
集
落
排
水
の

内
訳
を
明
記
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
な
い 

も
の

・
納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
金
額
が

　

30
万
円
を
超
え
る
も
の

・
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

・
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な
い
も
の

・
破
れ
た
り
汚
れ
た
り
し
て
バ
ー

　

コ
ー
ド
の
読
み
取
り
が
で
き

　

な
い
も
の

・
納
期
限
の
過
ぎ
た
も
の

※
地
区
集
金
の
納
付
書
に
は
バ

　

ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
な
い

　

た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付

　

で
き
ま
せ
ん

　
領
収
書
と
レ
シ
ー
ト
は
保
管

し
て
く
だ
さ
い

　

レ
シ
ー
ト
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

正
し
い
手
続
き
が
行
わ
れ
た
こ

と
の
証
明
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

固定資産税、軽自動車税、市・県民税、国民健康保険税について…税務課☎ 64・6004
上下水道料金について…上下水道課（上下水道お客様センター）☎ 64・6028

■納付できるコンビニ
●ファミリーマート
●ローソン
●ミニストップ　など
※全国どこのコンビニでも利用でき
　ます
※取扱店は納付書の裏面に記載され
　ています

■地区別コンビニ店舗数　計 14 店舗
地区 数 地区 数 地区 数
小浜 2 国富 − 今富 5
雲浜 2 宮川 − 口名田 1
西津 1 松永 1 中名田 −

内外海 − 遠敷 1 加斗 1
（平成 29年 2月 1日現在、税務課調べ）　問い合わせ

Q．コンビニで納付する際に手数料はかかりますか？

Ａ．コンビニ納付の支払手数料はかかりません。

Q．納付書を紛失した場合はどうすればいいですか？

Ａ．納付書を再発行しますのでお問い合わせください。

Q．平成28年度以前の納付書でもコンビニで納付できますか？

Ａ．コンビニでは納付できません。コンビニで納付できるのは平成
29 年度以降の課税分と上下水道料金
で、バーコードが印字された納付書か
らです。

Q．督促状が届きましたが、コンビニで納付できますか？

Ａ．平成29年 4月以降に発行するバーコードが印字された督促状
であれば納付できます。

Q．納税証明書がすぐ欲しいのですが？

Ａ．コンビニで納付されてから、市が納付の確認をするまでに２週
間程度かかります。コンビニで納付後、
「領収証書」を税務課窓口にお持ちいた
だければすぐに発行できます。

Q．納税組合に加入していますが、コンビニで納付できますか？

Ａ．納税組合に加入されている人は、コンビニ納付はできません
ので、これまでどおりの納付方法で納
付をお願いします。

Q．上下水道料金を地区集金で納付していますが、コンビニで納付
できますか？

Ａ．上下水道料金を地区集金で納付している人は、コンビニ納付は
できませんので、これまでどおりの納
付方法で納付をお願いします。

Q．納付書が 1枚ずつになるのはどうしてですか？

Ａ．全国のコンビニで取り扱いができるように規格が統一されてお
り、従来どおりのとじた納付書では取
り扱いできません。そのため、1枚ず
つの様式に変更しています。

コンビニ納付
Q＆Ａ

バーコード

バーコード

バーコード

新しい「市・県民税」「固定資産税」「国民健康保険税」
の納付書

新しい「軽自動車税」の納付書

新しい「上下水道料金」の納付書

■納付書の様式が変わります
　コンビニ納付用にバーコードが入ります

時間の制約がないよ！
コンビニに寄る

ついでに納めら
れるよ！

納付書（納入済通知書） 原符兼
払込金受領証 領収証書

納入済通知書 納入書 納入通知書兼領収書

領収済通知書 納付書 納税通知書兼領収証書 納税証明書（継続検査用）

口座振替もご利用ください
これまでどおり口座振替により納付
することもできます。納めに行く手間
が省け、納め忘れもありません。

❼ 広報おばま　平成 29. 3 広報おばま　平成 29. 3❻

税務課　武部 主事 税務課　滝口 主事

税務課　滝口 主事

4月から
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小
浜
の
初
代
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
着
任
し
た
相

澤
隊
員
。
ま
ち
歩
き
企
画
の

立
ち
上
げ
や
、
イ
ベ
ン
ト
の

サ
ポ
ー
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
な
ど
、
そ
の

活
動
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

３
年
間
を
振
り
返
り
、「
多
く

の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝

を
口
に
し
ま
す
。

　

業
務
以
外
で
も
、
積
極
的

に
地
域
の
行
事
に
参
加
し
、

人
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
魅
力
を
生
か
す
人

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
と
、

小
浜
の
人
が
持
つ
穏
や
か
で

芯
の
通
っ
た
雰
囲
気
に
と
て

も
ひ
か
れ
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
す
。

　
「
協
力
隊
の
任
期
が
終
わ
っ

て
も
、
小
浜
で
継
続
し
て
や

り
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
」

と
言
う
相
澤
隊
員
。
４
月
以

降
も
、
小
浜
に
残
り
、「
地
域

を
盛
り
上
げ
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意

欲
を
燃
や
し
ま
し
た
。

　　

大
学
院
生
と
し
て
小
浜
に

着
任
し
た
川
股
隊
員
。
こ
れ

ま
で
、
古
文
書
の
翻
刻
や
リ

ス
ト
化
、
史
跡
の
発
掘
・
保

護
作
業
を
は
じ
め
、
地
域
に

出
向
い
て
の
歴
史
出
前
講
座

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

小
浜
に
つ
い
て
、「
特
色
豊

か
な
文
化
財
が
一
番
の
魅
力

で
す
」
と
話
す
川
股
隊
員
。

寺
社
仏
閣
や
仏
像
、
民
俗
文

化
財
だ
け
で
な
く
、
地
域
に

伝
わ
る
古
文
書
も
大
き
な
財

産
だ
と
言
い
ま
す
。「
保
管
さ

れ
て
い
る
酒
井
家
文
庫
内
に

は
、
徳
川
家
光
の
書
簡
な
ど

国
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な

史
料
が
と
て
も
多
い
ん
で
す
」

　

採
用
試
験
を
突
破
し
て
、

４
月
か
ら
は
市
の
正
職
員
と

し
て
働
き
出
す
予
定
。「
小
浜

で
活
動
す
る
う
ち
に
、
文
化

財
が
身
近
に
あ
る
こ
の
土
地

で
暮
ら
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
魅

力
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

商工観光課

相
あいざわ

澤 弘
ひ ろ み

美 隊員（40 歳・宮城県出身）

平成 26 年 4 月から協力隊の活動
を開始。観光ツアーの企画やアテ
ンド、市外での宣伝活動、移住定
住に向けた働きかけ、地域活性化
イベントの実施などに取り組む。

文化課

川
かわまた

股 寛
ひろたか

享 隊員（28 歳・岡山県出身）

龍谷大学大学院で学ぶ傍ら平成 28
年 4 月に協力隊の活動を開始。酒
井家文庫や順造館関係など、小浜
に残る古文書の翻

ほんこく

刻（原本どおり
活字におこす作業）などを担当。

地域おこし協力隊 ×小浜 ▶ 3 月末で協力隊の活動を終える隊員 2 人に、
　小浜の魅力と今後の活動について聞きました

■問い合わせ　人口増未来創造課☎ 64・6008

文
化
財
が
身
近
に
あ
る
魅
力

小
浜
は〝
人
〟が
一
番
の
魅
力

鯖
小浜は「鯖を愛するまち」を宣言します！深く楽しくサバを味わってみませんか？
皆さん、3月 8日は何の日だか知っていますか？
答えは「鯖の日」。サ（３）バ（８）に掛けたもので、日本記念日協会にも認定されています。
鯖街道の起点・小浜では、今年から３月８日を中心に「鯖ウイーク in 若狭小浜」を開催します。
期間中は、サバ料理を楽しみ、サバや鯖街道について知るチャンスが盛りだくさん！
まちの至るところでサバを
見かける機会が増えます。
「鯖ウイーク」を
お楽しみに！

　
　　　

3
月
3
日

㊎
〜12日㊐　鯖ウイー

ク
in
若
狭
小
浜
　
　

充実の
10日間

●小浜市「鯖を愛するまち」宣言・開会宣言
　3 月 3 日㊎ 1

イ イ

1 時 3
サ バ

8 分〜　ところ：食文化館
●鯖の料理を楽しむ会（調理体験）※
　3 月 4 日㊏ 10 時〜　ところ：食文化館
　定員：先着 30 人（有料）　申込期限：2 月 28 日㊋
●鯖ん博ー SABA EXPO ー
　鯖トーク、鯖グルメ大集合、
　「鯖街道」大カラオケ大会ほか
　3 月 8 日㊌ 17 時〜　ところ：まちの駅
●鯖のお惣菜 2 種サービス＆食べ放題
　3 月 8 日㊌ 11 時〜14 時　ところ：濱の四季
●ウエカツの「仕組みで伝える・伝わる魚料理講座」※
　3 月 9 日㊍ 10 時〜　ところ：食文化館
　定員：先着 30 人　申込期限：2 月 28 日㊋
●日本遺産大学特別編（詳細は P13）
　3 月 10 日㊎ 14 時〜　ところ：旭座

●鯖ごはんのふるまい（限定 50 食）※
　3 月 11 日㊏ 11 時頃〜　ところ：食文化館
●旭座鯖ラボー SABARATORY ー（企画展示）
　3 月 1 日㊌〜12 日㊐　ところ：旭座
●「若狭おばまと鯖」特別展※
　3 月 3 日㊎〜12 日㊐　ところ：食文化館
●鯖ライトアップ in いづみ町
　3 月 3 日㊎〜12 日㊐ 18 時〜20 時
　ところ：いづみ町商店街
●イチ押し！鯖料理
　3 月 3 日㊎〜12 日㊐　ところ：市内飲食店
　期間中各イベントで配られる「鯖チケット」を
　対象店に持って行くと鯖料理の特典

催し一覧

問い合わせは、農林水産課☎ 64・6024
※印は食文化館☎ 53・1000

❾ 広報おばま　平成 29. 3

8 日は
鯖の日
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田烏の棚田をロケ地に、来年冬公開予定の時代
劇映画「輪

わちが い や

違屋糸
いとさと

里」を撮影（田烏・1月 25日）

若者と市長の夢トークに中名田地区の 20代から
30代の男女7人が参加（中名田公民館・2月15日）

谷田部ねぎを使った調理体験に県国際交流員のニ
コールさんら 12人が参加（食文化館・2月 16日）

「オイケモノ神事」で農作物の作柄を占う。木の
実の芽立ちは十分で豊作と判定（加茂・2月12日）

「婦人のつどい」で市内 6地区の婦人会が体操や
ダンス、コーラスなどを披露（文化会館・2月5日） 商工会議所、市、校長会などでつくるキャリア教育

推進協議会が文部科学大臣表彰（市庁舎・1月27日）

2 月 10 日の 24 時間降雪量は 81㌢。昭和 55 年
の観測開始以降の最多を更新（一番町・2月 11日）

しろゆりかざり隊と若狭高校書道部が協力して市
内に短歌を飾る予定（山川登美子記念館・1月26日）

浅
あ さ だ

田次
じ ろ う

郎原作の映画ロケ

まちづくりについて意見交換

伝統野菜でクッキング

慶州市の中学生が二中生と交流

 「今年も豊作間違いなし」

女性の力で地域を盛り上げ
子どもたちのキャリア教育に貢献

節分の八幡神社

市内で記録的な大雪

山川登美子の短歌を巡るプロジェクト

Photo フォトニュースNews

粘土細工体験で地元の産業遺産「だるま窯」を
子どもたちに伝える（口名田保育園・2月 2日）

かつての若狭瓦の産地で粘土に親しむ

節分の日。八幡神社境内に並んだ屋台で住吉飾
りなどの縁起物を求める参拝客（男山・2月3日）

小浜小学校 6年生 50人が学習発表会。写真を
交えて家族に取り組みを紹介（旭座・2月 5日）

1 年間の学習成果を発表

徐
ソ ラ ボ ル

羅伐女子中学生 36 人が二中を訪問。書道や
美術などで交流（小浜第二中学校・1月 19日）
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小浜市役所
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☎ 0770-53-1111( 代 )
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▼
と
き　

３
月
１
日
㊌
〜
３
日
㊎

　
　
　
　

９
時
〜
17
時（
３
日
は
15
時
）

▼
と
こ
ろ　
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル（
大
手
町
）

▼
内
容　

小
浜
市
華
道
連
合
会
に
よ

　

る
生
け
花
展
「
春
の
息
吹
」（
無
料
）

▼
と
き　

３
月
14
日
㊋
、
17
日
㊎
、

　

18
日
㊏　

い
ず
れ
も
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館（
川
崎
三
丁
目
）

▼
内
容　

春
キ
ャ
ベ
ツ
と
新
タ
マ
ネ

　

ギ
の
オ
イ
ル
蒸
し
、
サ
ケ
の
味
噌

　

マ
ヨ
焼
き
、
だ
し
巻
き
、
黒
豆
飯
、

　

桜
も
ち

▼
定
員　

各
先
着
30
人

▼
参
加
費　

７
０
０
円

▼
申
込
期
限　

実
施
日
の
３
日
前

　
市
で
は
、
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国

体
・
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
の
公

式
ダ
ン
ス
「
は
ぴ
ね
す
ダ
ン
ス
」
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
14
日
㊋

　
　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館（
大
手
町
）

▼
申
し
込
み　

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー

　

ツ
大
会
推
進
課
（
庁
舎
２
階
）
に

　

備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
を
提
出

※
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、「
小
浜

　

市
国
体
」
で
検
索

▼
と
き　

３
月
11
日
㊏
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
四
谷
町
）

▼
内
容　

専
門
家
（
弁
護
士
、
精
神

　

科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
産
業
カ

　

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
就
労
支
援
員
、
保

　

健
師
ほ
か
）
に
よ
る
個
別
相
談

※
相
談
無
料
。
要
事
前
予
約

　

市
で
は
、
小
浜
を
訪
問
し
た
外
国

人
対
応
の
た
め
の
通
訳
と
、
届
い
た

文
書
を
翻
訳
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、

　

タ
ガ
ロ
グ
語
の
い
ず
れ
か
の
通
訳

　

が
可
能
な
人

※
翻
訳
は
、
あ
い
さ
つ
文
や
各
種
紹

　

介
文
の
外
国
語
訳
。
外
国
語
で
届

　

い
た
文
書
の
日
本
語
訳

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８
月
の

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
合
わ
せ

て
、
推
進
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

小
学
生
以
上

▼
募
集
期
限　
３
月
31
日
㊎
当
日
必
着

▼
部
門　

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

　

部
、
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

※
詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ（「
平
成
29
年
度
道
路
ふ
れ

　

あ
い
月
間
標
語
」で
検
索
）を
確
認

今月のイベント

しりつとしょかん おはなしかい
とき　3 月 11 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
　　　③ 14 時 30 分〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　②③ 3 歳以上向け

おばま児童文学会「風夢」
のおはなし会

とき　3 月 25 日㊏ 11 時〜

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

■
市
立
図
書
館

くらしの情 報

Obama City Information 市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

イ
ベ
ン
ト

募
集

季
節
の
調
理
体
験（
３
月
編
）

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

は
ぴ
ね
す
ダ
ン
ス
講
習
会

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
課
☎
64
・
６
０
７
１

悩
み
ご
と
何
で
も
相
談
会

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
１
３
０
０

通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

商
工
観
光
課
☎
64
・
６
０
２
０

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
推
進
標
語

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
７

⓭ 広報おばま　平成 29. 3

■若狭おばま日本遺産大学（特別編）
　「鯖街道の魅力を正しく伝えるために」
　▶とき　3 月 10 日㊎ 14 時〜15 時 30 分
　▶講師　黒

く ろ だ

田尚
なおつぐ

嗣さん（クラブツーリ
　　　　　ズム テーマ旅行部門顧問）
　▶料金　無料
　問商工観光課☎ 64・6019

■ふくい伝統芸能特別公開
　▶とき　3 月 18 日㊏ 13 時 30 分〜
　▶出演　若狭能倉座の神事能（若狭町）
　　　　　天満社例祭神事（若狭町）
　　　　　長畝日向神楽（坂井市）
　　　　　下村の獅子舞（おおい町）
　▶料金　無料
　問県生涯学習・文化財課☎ 0776・20・0579

■第 3回旭座上方落語会
　▶とき　3 月 19 日㊐ 14 時〜
　▶出演　桂

かつら

三
さんきん

金、笑
しょうふくてい

福亭由
ゆうへい

瓶、笑
しょうふくてい

福亭
　　　　　呂

ろ ち く

竹、月
つきてい

亭方
ほ う き

気
　▶料金　2,000 円
　問まちの駅☎ 52・2000

■桂福丸落語会
　▶とき　3 月 22 日㊌
　　　　　① 15 時〜② 19 時〜
　▶出演　桂

かつら

福
ふくまる

丸、桂
かつら

二
に よ う

葉
　▶料金　2,000 円
　問ちりとて落語の会☎ 53・0878

■若狭おばま日本遺産大学（第 5回）
　「若狭の食文化と食のまちづくり」
　▶とき　3 月 23 日㊍ 18 時 30 分〜 20 時
　▶講師　中

な か た

田典
の り こ

子主幹（食のまちづくり課）
　▶料金　無料
　問商工観光課☎ 64・6019

まちの駅「旭座」イベント情報

▼
と
き　

３
月
18
日
㊏
17
時
開
演

▼
と
こ
ろ　

萬
徳
寺
客
殿
（
金
屋
）

▼
出
演　

多
民
族
芸
能
楽
団「
わ
た
ら
」

▼
料
金　

一
般
２
５
０
０
円
、
高
校

　

生
以
下
１
０
０
０
円

※
前
売
り
券
は
文
化
会
館
ま
で

▼
と
き　

３
月
８
日
㊌

　
　
　
　

14
時
〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

パ
レ
ア
若
狭（
若
狭
町
）

▼
内
容　

鯖
街
道
を
資
源
と
し
た
地

　

域
活
性
化
講
演
会
、
商
品
発
表
会

▼
料
金　

無
料
（
要
申
込
）

▼
申
し
込
み　

３
月
１
日
㊌
ま
で
に

　

若
狭
町
政
策
推
進
課
☎
０
７
７
０
・

　

45
・
９
１
１
２

▼
と
き　

３
月
７
日
㊋

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小

　

浜
病
院
（
大
手
町
）

▼
内
容　

漢
方
薬
に
よ
く
使
わ
れ
て

　

い
る
薬
草
を
分
か
り
や
す
く
解
説

▼
講
師　

渡わ
た
な
べ辺
斉ひ

と
し

さ
ん
（
日
本
植
物

　

園
協
会
名
誉
会
員
）

▼
料
金　

無
料

▼
期
間　

３
月
27
日
㊊
ま
で

　

い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時
（
入
館
は

　

16
時
30
分
ま
で
）
※
火
曜
休
館

と
こ
ろ　

山
川
登
美
子
記
念
館
（
千

　

種
一
丁
目
）

▼
内
容　

登
美
子
の
恋
の
歌
や
恋
愛

　

運
ア
ッ
プ
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介

▼
料
金　

大
人
３
０
０
円
、高
校
・
大

　

学
生
２
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料

海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
音
楽
祭

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

つ
き
イ
チ「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

薬
草
に
つ
い
て
の
講
演
会

杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
☎
52
・
０
９
９
０

春
の
企
画
展
「
登
美
子
と
恋
す
る

〜
登
美
子
記
念
館
に
春
が
来
る
〜
」

山
川
登
美
子
記
念
館
☎
52
・
３
２
２
１

日
本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
鯖
街
道
商
い
交
流
会
」

商
工
観
光
課

▼
職
務　

救
護
対
応
、監
視
業
務
な
ど

▼
資
格　

①
救
急
法
救
急
員
の
資
格

　

を
有
す
る
人
ま
た
は
指
定
す
る
講

　

習
会
を
受
講
で
き
る
人
、
②
パ
ソ

　

コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

▼
募
集　

１
人

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
30

　

年
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間　

週
５
日（
週
23
時
間
）

　

※
時
差
出
勤
に
よ
る
変
則
勤
務

▼
勤
務
先　

温
水
プ
ー
ル（
北
塩
屋
）

▼
報
酬　

月
額
８
万
円

▼
試
験
日　

３
月
10
日
㊎
予
定

▼
選
考
方
法　

面
接

▼
申
し
込
み　

３
月
３
日
㊎
ま
で
に

　

履
歴
書
を
温
水
プ
ー
ル
へ
提
出

温
水
プ
ー
ル
救
護
員
（
非
常
勤
）

温
水
プ
ー
ル
☎
53
・
０
４
５
０

※ 3月予定の主なものをお知らせします

お
知
ら
せ

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
使

用
料
は
人
員
割
制
で
す
。
家
族
の

人
員
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
組
合
長
ま
た
は
区
長
の
承
認

印
を
も
ら
い
、「
使
用
料
人
員
割
変

動
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
変
動
届　

上
下
水
道
課
と
各
組
合

　

長
宅
に
設
置
。市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
出
生
と
死
亡
は
市
で
確
認
・
訂
正

　

を
し
ま
す
が
、
住
民
票
と
集
落
排

　

水
の
使
用
者
数
が
異
な
る
世
帯
は
、

　

別
に
変
動
届
が
必
要
で
す

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

使
用
料
人
員
割
変
動
届
の
提
出

上
下
水
道
課
☎
内
線
２
３
５

【
交
通
規
制
】

▼
と
き　

３
月
２
日
㊍

　
　
　
　

19
時
〜
21
時
30
分

▼
規
制
区
間　

神
宮
寺
交
差
点
〜
鵜

　

の
瀬
橋

【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
】

▼
と
き　

小
浜
駅
発
17
時
45
分
（
満

　

車
に
な
り
次
第
出
発
）、竜
前
臨
時

　

駐
車
場
発
17
時
〜
18
時
50
分
（
随

　

時
運
行
）

▼
料
金　

小
浜
駅
・
神
宮
寺
間
は
片

　

道
８
０
０
円（
往
復
１
５
０
０
円
）

　

竜
前
臨
時
駐
車
場
・
神
宮
寺
間
は

　

片
道
２
０
０
円

※
帰
り
の
便
は
神
事
終
了
後
に
鵜
の

　

瀬
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
か
ら
出
発

お
水
送
り
交
通
規
制
・
バ
ス
運
行

商
工
観
光
課
☎
64
・
６
０
２
０

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審

な
電
話
に
関
す
る
相
談
が
、
多
数
市

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
電
話
が
か
か
っ
た
ら
、
慌
て
ず
、

一
旦
電
話
を
切
っ
て
、
家
族
や
消
費

生
活
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
事
例　

息
子
を
名
乗
る
者
か
ら
電

　

話
が
か
か
り
、「
か
ぜ
を
ひ
い
た
。

　

明
日
病
院
へ
行
こ
う
と
思
う
」と
、

　

声
の
違
い
を
不
自
然
に
思
わ
れ
な

　

い
よ
う
な
言
い
訳
を
使
い
、
息
子

　

に
な
り
す
ま
し
ま
す
。
翌
日
に
再

　

び
電
話
が
か
か
り
、「
会
社
の
金

　

を
使
い
込
ん
だ
。
金
を
貸
し
て
ほ

　

し
い
」
な
ど
と
現
金
の
振
り
込
み

　

を
要
求
し
て
き
ま
す

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
注
意
を

消
費
生
活
相
談
室
☎
53
・
１
１
４
０
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健
康
・
福
祉

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
項
目　

新
入
学
用
品
費
、
学

　

用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
修
学
旅

　

行
費
、
学
校
給
食
費
、
学
校
病
医

　

療
費
、
校
外
活
動
費

※
対
象
者
は
同
一
生
計
家
族
の
収
入

　

額
に
よ
っ
て
認
定
す
る
の
で
、
申

　

請
し
て
も
該
当
し
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
29
年
度
の
交
通
災

害
共
済
の
加
入
受
付
を
し
て
い
ま

す
。
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故

で
被
害
に
遭
っ
た
と
き
、
傷
害
の
程

度
に
よ
り
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
制

度
で
す
。ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　
随
時（
土
日
祝
日
除
く
）

▼
共
済
期
間
　
４
月
１
日
〜
平
成
30

　

年
３
月
31
日　

※
４
月
１ 

日
以
降

　

に
加
入
し
た
場
合
、
加
入
日
翌
日

　

か
ら
30
年
３
月
31
日

▼
共
済
掛
金
　
１
人
年
額
５
０
０
円

　
（
日
割
な
し
）

▼
加
入
資
格　

申
込
時
に
、
市
に
住

　

民
登
録
を
し
て
い
る
人

▼
加
入
方
法　

生
活
安
全
課
か
福
井

　

銀
行
の
県
内
各
支
店
に
、
申
込
書

　

と
共
済
掛
金
を
提
出

　

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
、

交
流
の
た
め
の
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま

す
。日
頃
の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
、

仲
間
と
気
軽
に
話
せ
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
10
日
㊎

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
福
井
県
看
護
協
会（
福
井
市
）

▼
対
象　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、

　

が
ん
に
関
心
が
あ
る
人

▼
内
容　

交
流
や
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト

　

メ
ン
ト
な
ど

▼
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
詳
し
く
は
、
県
看
護
協
会
☎
０
７

　

７
６
・
54
・
８
６
２
０

　

市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

本
年
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
と
、

３
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の

お
祝
い
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
18
日
㊏
12
時
〜

▼
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
ア
ー
バ
ン
ポ
ー

　

ト
（
白
鳥
）

▼
内
容　

食
事
会
と
お
楽
し
み
会

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み　

連
合
会
会
長
の
小こ

す
み角

　

さ
ん
☎
52
・
６
６
５
１

▼
申
込
期
限　

３
月
10
日
㊎

　

３
月
１
日
㊌
か
ら
７
日
㊋
は
「
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す
。

※
実
施
医
療
機
関
の
中
に
は
、
診
療

　

時
間
外
に
特
別
に
予
防
接
種
を
実

　

施
し
て
い
る
機
関
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

本
年
度
ま
だ
特
定
健
診
を
受
診
し

て
い
な
い
40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
、
県
内
の
指
定
医
療

機
関
で
個
別
に
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

県
内
指
定
医
療
機
関

　
（
詳
し
く
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
受
診
期
限　

３
月
31
日
㊎

※
受
診
時
に
、
受
診
券
と
健
康
保
険

　

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
受
診
券
を
紛
失
し
た
人
に
は
再
発

　

行
し
ま
す
。
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

ク
ル
法
対
象
品
目
な
ど
は
対
象
外
）

※
雨
天
決
行
。
古
着
は
雨
に
ぬ
れ
な

　

い
よ
う
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
当
日
は
、
対
象
以
外
の
家
庭
ご
み

　

や
粗
大
ご
み
は
受
け
付
け
で
き
ま

　

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量

化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る

た
め
、
無
料
で
古
着
回
収
・
廃
小

型
家
電
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
18
日
㊏
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
谷
田
部
）

▼
対
象　
【
古
着
回
収
】
洗
濯
さ
れ
た

　

衣
類
全
般
（
下
着
、
靴
下
、
毛
布
、

　

ふ
と
ん
、タ
オ
ル
な
ど
は
対
象
外
）

　
【
廃
小
型
家
電
回
収
】
15
㌢
×

25
㌢

　

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
投
入
口
に
入
る

　

大
き
さ
の
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル

　

カ
メ
ラ
、電
子
手
帳
、ゲ
ー
ム
機
器
、

　

携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
電
卓
な

　

ど
の
廃
小
型
家
電（
電
池
、電
動
工

　

具
、パ
ソ
コ
ン
、Ｃ
Ｄ
な
ど
の
記
憶

　

媒
体
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
リ
サ
イ

経
済
的
に
就
学
困
難
な

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
支
援

教
育
総
務
課
☎
64
・
６
０
３
２

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

個
別
特
定
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７

が
ん
サ
ロ
ン

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

子
ど
も
未
来
課

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

古
着
・
廃
小
型
家
電
の
回
収

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

　

相
続
し
た
不
動
産
の
相
続
登
記
が

さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。相
続
登
記
が
放
棄
さ
れ
る
と
、

不
動
産
の
所
有
者
の
把
握
が
困
難
に

な
り
、
空
き
家
問
題
を
深
刻
化
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
申
請　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が

　

亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
市
町
へ
の

　

固
定
資
産
税
の
納
付
義
務
者
届
出

　

だ
け
で
な
く
、
法
務
局
へ
相
続
登

　

記
の
申
請
を

相
続
登
記
を
忘
れ
ず
に

福
井
地
方
法
務
局
小
浜
支
局
☎
52
・
０
２
３
８

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
、
そ
の
家
族

の
皆
さ
ん
、
日
頃
の
悩
み
を
電
話
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
普
段
誰
に

も
言
え
な
い
こ
と
を
、
弁
護
士
や
医

師
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
12
日
㊐
10
時
〜
20
時

▼
と
こ
ろ　

チ
ャ
ン
ネ
ル
Ｏ（
津
島
）

▼
電
話
番
号　

52
・
７
２
３
１

※
相
談
無
料
。
面
談
相
談
も
可

※
詳
し
く
は
、
グ
ル
ー
プ
「
ポ
ケ
ッ

　

ト
に
夢
い
っ
ぱ
い
」
代
表
の
柴し

ば
た田

　

叔よ
し
こ子
さ
ん
☎
52
・
２
０
７
９

小
浜
・
子
ど
も
悩
み
１
１
０
番

教
育
総
務
課

【申請方法】

市民福祉課 2 番窓口に、以下の①②を持参のう
え、窓口に備え付けの申請書を提出

①必要書類
　有効期限が確認できる学生証のコピー（両面）
　または、申請年度に発行された在学証明書（原本）

②印鑑（認印）
※前年に仕事をしていて所得がある場合、離職
　票などが必要になることがあります

　国民年金に未加入の人や、学生納付特例な
どの手続きをせず、保険料が未納のままの人
は、万が一病気やけがなどで障がいが残った
場合に、障害年金が受けられないことがあり
ます。学生で、保険料を納めることが困難な
人は、必ず申請をしてください。

　日本国内に住んでいる20歳以上60歳未満の人は、
学生を含めて、すべて国民年金に加入しなければな
りません（厚生年金加入中の人を除く）。ただし、学
生は、「学生納付特例」の申請をして、承認されれば、
国民年金保険料の納付が猶予されます。学生納付特
例の期間は受給資格期間に含まれますが、将来受け
取る年金額には反映されません。10 年以内に納付（追
納）することで、この期間の老齢基礎年金を受け取
ることができます。申請は年度ごとに必要なので注
意してください。

国民年金保険料学生納付特例について

■問い合わせ　市民福祉課☎ 64・6018

■平成 29年度も引き続き学生の場合
　前年度に申請した場合も、改めて申請が必要です。
　4 月以降に申請をお願いします。
　ただし、4 月以降に日本年金機構から送付される
　ハガキ形式の申請書を提出した場合には、改めて
　市役所窓口に申請する必要はありません。

■さかのぼって申請できるようになりました
　平成 26 年 4 月から、保険料の納付期限から 2 年を
　経過していない期間（申請時点の 2 年 1 カ月前）につ
　いて、さかのぼって申請できるようになりました。
　※納付済み期間の申請はできません

受講料　1 万 4 千円（年間 20 回分。講座により教材費などは別途必要）
申込期限　3 月 31 日㊎（人数によっては開講できない場合あり）
※希望があれば託児をします（夜の部を除く）

【講座発表会】

働く婦人の家（咲
さ く ら

楽館）では、
本年度の講座発表会を開催
します。1 年間の学習の成
果をぜひご覧ください。

と　き　3 月 12 日㊐
　　　　9 時 30 分〜15 時
ところ　働く婦人の家（大手町）
入場料　無料
　　　　※ただし、お茶席の
　　　　　お茶券は350円、
　　　　　和菓子（いちご大
　　　　　福・さくら餅）づ
　　　　　くり体験は500 円
　　　　　（前売りのみ）
内　容　各講座の展示・体験・
　　　　 発表・お茶席など

■問い合わせ　働く婦人の家☎ 52・7002

時間帯 講座名 実施日 内容

午前の部
10 時〜12 時

料理 第 1・3 木曜 季節の食材を使う料理講座です

パッチワーク 第 2・4 土曜 基礎から学び、パッチワークを作ります

午後の部
13 時 30 分
　　〜
15 時 30 分

絵手紙 第 1・3 火曜 水彩画の楽しさ、描画の基本を学びます

和裁 第 1・3 土曜 一針一針縫う楽しみを味わえる着物作りです

ハワイアンキルト
第 2・4 土曜

アップリケが中心のキルティングを学びます

気功＆太極拳 健やかに安らかに心身の活力を高めます

夜の部
19 時 30 分
　　〜
21 時 30 分

ストレッチ 第 1・3 火曜 体をのばして心身ともリラックスできます

楽しいコーラス
第 1・3 水曜

腹式呼吸で楽しく歌ってストレス解消できます

やさしいヨーガ 無理のない動きと呼吸法で心と体を整えます

初級韓国語 第 1・3 木曜 基礎から学ぶやさしい韓国語講座です

着物着付 第 2・4 木曜 着付の基礎を学びます

茶道 第 2・4 金曜 茶道を通じて和の礼儀作法を学びます

働く婦人の家  平成 29 年度年間講座受講生募集！
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飼
い
イ
ヌ
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に

　

警
察
犬
協
力
会
と
し
て
、
警
察
犬
の
普

及
や
犬
の
し
つ
け
教
室
開
催
に
取
り
組
む

大
森
さ
ん
。
自
身
も
こ
れ
ま
で
６
頭
の
嘱

託
警
察
犬
を
育
て
て
き
ま
し
た
。「
27
年
前

に
大
型
犬
を
飼
う
こ
と
に
な
り
、
他
人
に

迷
惑
を
か
け
ら
れ
な
い
と
、
勉
強
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

育
て
る
う
ち
に
深
い
信
頼
関
係
で
結
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、「
こ
の
子
と
一
緒
に
人

の
役
に
立
ち
た
い
」
と
警
察
犬
に
申
し
込

み
ま
し
た
。
歴
代
飼
い
犬
や
そ
の
子
孫
は

国
内
外
で
活
躍
。
大
森
さ
ん
を
頼
っ
て
、
飼

い
方
を
学
び
に
く
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、飼
い
主
に
捨
て
ら
れ
、転
が
り

込
ん
で
来
る
イ
ヌ
や
ネ
コ
も
い
る
と
言
い

ま
す
。「
動
物
を
命
で
は
な
く
物
と
し
て
扱

う
人
も
い
ま
す
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
「
動
物
は
、
飼
う
人
の
考
え
方
や
育
て
方
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
次
第
で
、
か
け
が

え
の
な
い
宝
物
に
な
り
ま
す
。
悩
ん
で
い

る
人
は
ぜ
ひ
教
室
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」

　

同
会
で
は
、『
犬
の
し
つ
け
教
室
』
の

参
加
者
を
募
集
中
。
４
月
15
日
㊏
13
時
30

分
か
ら
台
場
浜
公
園
（
川
崎
二
丁
目
）
で
。

参
加
無
料
。
雨
天
中
止
。
問
い
合
わ
せ
は
、

大
森
さ
ん
☎
52
・
５
３
６
６
ま
で
。

ブラスバンド部　部長

駆
け
る
思
い 

チ
ー
ム
の
気
持
ち
一
つ
に

全
員
の
音
を
ビ
シ
ッ
と
合
わ
せ
た
い

陸上競技部　キャプテン福井県警察犬協力会　事務局

（小浜第二中学校 2年生）

（若狭高校 2年生）（60歳・奈胡）

　

部
員
数
34
人
と
大
所
帯
の
小
浜
第
二
中

学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
で
部
長
を
務
め
る

西
岡
鈴
香
さ
ん
。
入
部
の
動
機
は
、「
友
だ

ち
の
お
姉
さ
ん
の
演
奏
を
見
て
、
そ
の
格

好
よ
さ
に
ひ
か
れ
た
か
ら
」。
入
部
す
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を
体
験
す
る
〝
楽
器
め

ぐ
り
〟
で
や
り
た
い
楽
器
を
決
め
る
と
か
。

西
岡
さ
ん
は
、希
望
ど
お
り
、「
こ
の
と
き
一

番
吹
け
た
」と
い
う
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
に
決

め
ま
し
た
。「
中
音
域
の
や
わ
ら
か
い
音
色

が
好
き
な
ん
で
す
。
主
旋
律
を
支
え
る
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る
の
も
魅
力
で
す
」

　

１
月
の
嶺
南
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
に
二
中
か
ら
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
サ
ッ

ク
ス
三
重
奏
で
挑
ん
だ
西
岡
さ
ん
の
チ
ー

ム
が
奨
励
賞
に
。「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

夏
の
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
部
と
し
て

金
賞
を
目
指
し
ま
す
」
と〝
宣
言
〟し
ま
す
。

　
「
打
楽
器
は
叩
け
ば
音
が
出
ま
す
が
、管

楽
器
は
息
が
管
を
通
る
分
一
瞬
遅
れ
る
ん

で
す
。そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
の
が

難
し
い
。
息
の
入
れ
方
な
ど
、こ
れ
ま
で
先

輩
か
ら
も
ら
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
後
輩
に

伝
え
、全
員
が
集
中
し
て
、リ
ズ
ム
と
音
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
ビ
シ
ッ
と
合
わ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

西
に し お か

岡 鈴
す ず か

香 さ
ん

　

県
内
の
陸
上
部
で
も
一
番
部
員
数
が
多

い
若
狭
高
校
陸
上
部
。
男
女
合
わ
せ
て
50

人
の
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
の
が
、
キ
ャ
プ

テ
ン
の
久
松
く
ん
で
す
。
走
る
の
が
得
意
な

野
球
少
年
で
し
た
が
、
陸
上
に
打
ち
込
む
姉

と
兄
の
背
中
を
追
い
か
け
て
入
部
。
10
月
の

北
信
越
新
人
大
会
で
は
４
０
０
㍍
走
で
３

位
に
入
る
と
い
う
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

久
松
く
ん
が
大
事
に
す
る
の
は
、「
目
的

を
持
っ
た
練
習
」
を
す
る
こ
と
。「
自
分
の
現

状
か
ら
課
題
を
見
つ
け
、
試
行
錯
誤
す
る

中
で
、
感
覚
や
技
術
が
身
に
付
い
た
と
き

が
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

春
季
総
体
で
の
北
信
越
大
会
出
場
、
さ

ら
に
そ
の
先
を
目
標
に
、
み
ん
な
で
練
習

に
励
む
日
々
。「
個
々
の
考
え
は
尊
重
し
つ

つ
も
、
チ
ー
ム
の
目
指
す
方
向
や
気
持
ち

を
一
つ
に
し
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

陸
上
部
顧
問
の
長な

が
た
に谷
先
生
も
、「
よ
く
考

え
て
練
習
が
で
き
る
タ
イ
プ
。
責
任
感
が

強
く
、視
野
も
広
い
」
と
信
頼
を
寄
せ
ま
す
。

　
「
目
標
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
」
を
陸
上
を
通
し
て
教
わ
っ
た
と
言
う

久
松
く
ん
。「
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
将

来
、
社
会
に
出
た
と
き
に
生
か
し
た
い
で

す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
お お も り

森 和
か ず よ

代 さん 久
ひ さ ま つ

松 寛
か ん た

太 く
ん

燃えろ！青春！部活道

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

ど
ん
な
と
き
で
も
笑
顔
を
忘
れ
ず

（23歳・口田縄）

　

都
会
で
の
学
生
生
活
で
小
浜
の
よ
さ
を

実
感
。「
就
職
は
地
元
で
」と
決
め
、希
望
ど

お
り
㈱
福
井
銀
行
に
入
行
し
て
１
年
目
の

江
口
さ
ん
。「
利
用
者
と
し
て
見
て
い
た
銀

行
と
働
い
て
知
る
銀
行
の
違
い
に
驚
き
ま

し
た
。
日
々
の
事
務
処
理
に
伴
う
責
任
の

重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、「
て
き

ぱ
き
と
処
理
を
こ
な
す
先
輩
の
下
で
仕
事

を
覚
え
る
毎
日
で
す
」
と
一
生
懸
命
で
す
。

　
「
仕
事
は
、〝
自
分
だ
け
で
は
回
ら
な
い
〟

と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
自
分
が

担
当
す
る
処
理
が
次
の
処
理
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
実
感
が
や
り
が
い
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

昨
年
、会
社
か
ら
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
と
き
、「
市
内
の

事
業
所
の
方
々
と
の
交
流
が
あ
り
、産
業
の

幅
広
さ
な
ど
地
元
の
魅
力
を
再
発
見
で
き

ま
し
た
」と
、小
浜
が
ま
す
ま
す
大
好
き
に
。

　

休
日
は
、
車
で
京
都
や
神
戸
に
出
か
け

た
り
、
母
と
い
っ
し
ょ
に
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

に
参
加
し
た
り
と
活
動
的
な
江
口
さ
ん
。

　

一
番
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
笑
顔
と

言
い
ま
す
。「
ど
ん
な
と
き
で
も
、
笑
顔
を

忘
れ
ず
、
一
日
一
日
を
勤
め
た
い
」
と
持

ち
前
の
爽
や
か
な
笑
顔
が
印
象
的
で
す
。

江
え ぐ ち

口 成
な る み

美 さ
ん

勤務先　㈱福井銀行小浜支店
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　　康長寿のススメ

【問い合わせ】

商工観光課☎内線 220

【アクセス】

法海・荒木の集落入口

JR 加斗駅から車で 10 分程

舞鶴若狭自動車道小浜西 IC から車で 10 分程

（文と写真 : 地域おこし協力隊 アイザワ）

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
法海・荒木の勧請縄

●次回のテーマ
　知って得する がん検診⑥
　「がん検診を受けよう」
■問い合わせ　健康管理センター
　☎ 52・2222

第 17回

　市内を移動していると、「どうしてここにある
の？」と思うものがいくつかあります。その一つが、
加斗地区法海や荒木の入口にかかる『勧請縄』です。
　毎年 1月の六日講（法海）、二十日講（荒木）で
区の入口にかけられるわらの蛇は、顔がその年の
恵方を向いています。
　区の中に厄が入らないようにと願いが込められ
た縄は、青空に大変よく映えます。ある条件で縄
が切られてしまうので、写真を撮るタイミングが
難しいです。
　写真は法海区のものです。冬の晴れ間を探して
撮りに行きました。この勧請縄の蛇の顔はとても
趣があり、見ていると気持ちが穏やかになります。

地
域
に
音
楽
の
輪
を
広
げ
た
い

アンサンブル若狭　代表

（61歳・千種一丁目）

宇
う の

野 幸
ゆ き お

男 さ
ん

すみれの会　会長

（76歳・千種二丁目）

網
あ み も と

本 恒
つ ね じ ろ う

治郎 さ
ん

　
「
根
っ
か
ら
の
音
楽
好
き
で
、
楽
器
も
い

ろ
い
ろ
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
一
番
し
っ

く
り
く
る
の
が
チ
ェ
ロ
な
ん
で
す
」
と
話

す
宇
野
幸
男
さ
ん
。
入
団
し
て
20
年
に
な

る
と
い
う
弦
楽
合
奏
団
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

若
狭
の
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
ピ

ア
ノ
な
ど
10
人
ほ
ど
の
団
員
が
所
属
。
文

化
祭
で
の
発
表
の
ほ
か
、地
域
の
敬
老
会
や

病
院
、福
祉
施
設
の
慰
問
な
ど
の
活
動
を
行

い
、演
奏
の
場
に
応
じ
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

歌
謡
曲
ま
で
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

宇
野
さ
ん
の
本
業
は
、
国
家
検
定
１
級

の
資
格
を
持
つ
ピ
ア
ノ
調
律
師
。
音
楽
の

恩
師
の
「
君
は
調
律
師
に
向
い
て
い
る
」

の
一
言
で
、
こ
の
道
に
進
み
ま
し
た
。「
自

分
は
音
楽
家
で
は
な
く
職
人
で
す
ね
」
と

ほ
ほ
笑
む
顔
は
と
て
も
満
足
そ
う
で
す
。

　
「
十
分
に
弾
き
こ
な
す
こ
と
は
到
底
で
き

な
い
け
ど
、わ
ず
か
な
達
成
感
を
糧
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
」と
チ
ェ
ロ
を
構
え
ま
す
。

「
音
楽
は
聴
く
の
も
素
晴
ら
し
い
け
ど
、
自

分
で
奏
で
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
も
っ
と
楽

し
い
」
と
語
り
、「
音
楽
の
輪
を
広
げ
た
い
」

と
演
奏
仲
間
を
募
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
宇
野
さ
ん
☎
52
・
０
２
７
２
ま
で
。

「
乳
が
ん
」っ
て
ど
ん
な
病
気

　

母
乳
が
つ
く
ら
れ
る
乳
腺
に
で
き

る
が
ん
が
乳
が
ん
で
す
。
女
性
に
一

番
多
い
が
ん
で
、
30
歳
か
ら
増
加
し
、

40
〜
50
歳
代
が
発
症
の
ピ
ー
ク
と

な
っ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
の
リ
ス
ク

　

乳
が
ん
を
発
症
し
た
人
の
５
〜
10

㌫
程
度
は
遺
伝
子
の
異
常
、
残
り
の

90
㌫
近
く
は
生
活
習
慣
が
関
係
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
い

血
縁
者
に
乳
が
ん
や
卵
巣
が
ん
に
か

か
っ
た
人
が
い
る
場
合
、
遺
伝
的
に

乳
が
ん
に
な
り
や
す
い
体
質
を
受
け

継
い
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

発
症
リ
ス
ク
に
深
い
関
係
が
あ
る
も

の
と
し
て
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
、
喫
煙
や
習
慣
的
飲
酒
、
肥

満
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
の
状
況

　

40
歳
か
ら
適
用
と
な
る
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
は
、
触
診
で
は
分
か
り

に
く
い
、
ご
く
初
期
の
小
さ
い
が
ん

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
が
実
施
す
る
乳
が
ん
検
診
受

診
者（
40
歳
以
上
２
年
に
１
回
）は
、

年
間
８
０
０
人
程
度
で
、
精
密
検
査

の
対
象
に
な
る
人
は
８
㌫
程
度
で

す
。
そ
の
中
か
ら
、
毎
年
数
人
に
が

ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

乳がん検診は40歳から2年に１回！

える　 カラチ支

ート＆　 ルチャーカア健 知って得するがん検診⑤　「乳がん」

① 40歳から2年に1回、欠かさず受けること
②検査方法は「マンモグラフィ検査」。市の
　 集団検診（巡回バス検診）では、女性の検査
　 技師が対応しますので、積極的に受診を。

★法海

★荒木

JR 加斗駅

小浜湾

お
も
て
な
し
の
気
持
ち
で
景
観
美
化

　

す
み
れ
の
会
で
は
、
平
成
22
年
の
発
足

以
降
、
公
立
小
浜
病
院
を
中
心
と
し
た
地

域
の
景
観
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。会
長
の
網
本
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
庭
園
や
花
壇
の
お
世
話
を
通
じ
て
、
入

院
患
者
さ
ん
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
癒
や
し

に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
」

　

１
年
後
に
控
え
た
福
井
国
体
の
花
い
っ

ぱ
い
運
動
に
も
積
極
的
に
参
加
。「
小
浜
を

訪
れ
る
人
を
、
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を

持
っ
て
迎
え
た
い
で
す
」

　

平
成
25
年
に
病
院
敷
地
内
に
完
成
し
た

薬
草
園
も
専
門
家
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら

ハ
ー
ブ
や
生
薬
な
ど
約
１
０
０
種
類
の
薬
草

を
育
て
て
い
ま
す
。薬
草
学
の
先
駆
け
と
言

わ
れ
る
小
浜
藩
医
・
中な

か
が
わ川

淳じ
ゅ
ん
な
ん庵

の
名
前
を
冠

す
る
同
園
。網
本
さ
ん
も「
歴
史
あ
る
地
域

に
誇
り
を
持
っ
て
、そ
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

薬
草
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、

県
や
市
も
普
及
に
取
り
組
み
出
し
ま
し
た
。

「
県
下
初
の
薬
草
園
と
し
て
、
内
容
の
充
実

に
務
め
、
多
く
の
方
々
に
薬
草
の
す
ば
ら

し
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
穏
や
か
な
笑

顔
で
今
後
の
活
動
に
思
い
を
は
せ
ま
す
。

　マンモグラフィ検査だけでは発見
されにくい 39 歳以下の年齢層の乳
がんは、自己検診が有効です。
　乳腺と乳がんのしこりの違いを
触って感じるには、入浴時など日常
的に乳房に触れてチェックする習慣
を身につけておくことが大切です。
　乳房のしこりや異常を感じたら、
乳がんの専門診療科である「外科」を
受診しましょう。

若年層が早期に乳がんを発見するには…マンモグラフィ検査
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※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

編 

集 

後 

記

●平成 28 年度福井県広報コンクー
ルで、小浜市が広報紙部門で知事賞

（1 位）、写真部門で優秀賞（2 位）、
映像部門で優良賞（3 位）を受賞しま
した▶広報紙の知事賞受賞は 2 年連
続、3 部門同時入賞は初めてになり
ます▶広報を通じて、小浜というま
ちの取り組みや、地域で輝く人の姿
が高い評価を受けました▶今後とも
市民協働の広報紙「広報おばま」への
ご協力をよろしくお願いします（松）

●節分の日、八幡神社で熊手や住吉
飾りなどの縁起物を求める市民の皆
さんの様子を取材しました▶住吉飾
りは手間のかかった手作り品▶この
日のために麦わらや真竹などの材料
を準備し、放生まつりが終わるころ
から作り出すと聞きました▶店主は
年々参拝客も減り「やめたいが欲し
いと言う人がいるのでやめられない」
と苦笑い▶来年も元気で会えること
を祈り一つ買って帰りました（橋）

人の動き（2 月1日現在） 

・人口 30,060 人
　（前月比 -16 人）
　（前年同月比 -271 人）
　男性 14,665 人
　女性 15,395 人
　世帯数 11,912 世帯

・異動   転入 45 人
　　　  転出 39 人
　　　  出生 15 人　　
　　　  死亡 37 人

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

結婚相談 2 日㊍、16 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分 文化会館 子ども未来課☎ 64・6013

弁護士無料相談※ 7 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

出張年金相談※ 9 日㊍、23 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館 敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

高齢者専門相談（法律）※ 16 日㊍ 13 時〜16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

行政相談 21 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所1階101会議室 市民協働課☎ 64・6009

なんでも相談会※ 26 日㊐ 13 時〜16 時 サン・サンホーム小浜 ワカサリーガルパートナーズ
☎ 56・5533（平日 9 時〜17 時）

■子育て情報

心配ごと相談
とき：8 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：サン・サンホーム
　　   小浜
　　   問同☎ 56・5802
介護など生活での困りご
との相談に応じます

■体や心・生活の相談
身体障がい者相談

とき：17 日㊎　
　　　13 時〜14 時
ところ：公立小浜病院
　　　問高齢・障がい者元気
　　　支援課☎ 64・6012
身体障害者手帳の交付・更新、補装
具の交付などの相談に応じます

精神保健相談※
とき：7 日㊋、21 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
心の病気や、心の悩みに
関する相談に応じます

家庭教育相談
とき：18 日㊏
　　　14 時〜17 時
ところ：中央公民館
　　　問同☎ 53・1336
青少年との親子関係や家
庭における悩みなどの相
談に応じます

カフェ・ぽ〜れ
とき：9 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：花水木（鹿島）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん☎
　　　090・5686・4147
認知症など高齢者の相談
窓口です ※参加費 100 円

スクスク元気っ子教室
とき：21 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です

子育てワイワイ広場
とき：13 日㊊、27 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
未入園児の親子に 2 階和
室を開放しています。交
流の場としてどうぞ

母乳育児相談
とき：13 日㊊、27 日㊊
　　　10 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
助産師による母乳育児の
相談です。体重、哺乳量
の測定も可能です

■法律や行政・その他の相談

■今月の窓口

1階窓口延長

毎週金曜日（祝日・年末年始を
除く）、市役所 1 階の窓口（市
民福祉課、高齢・障がい者元気
支援課、子ども未来課、税務課、
環境衛生課、会計課）では、執
務時間を 18 時 30 分まで延長し
ています。

税の納付窓口

休日納付窓口
26 日㊐： 9 時〜17 時

夜間納付窓口
31 日㊎：20 時まで

■今月の休日当番医

※★印のついた当番医の日は、小児患者
　は、杉田玄白記念公立小浜病院（大手
　町）で小児科医が休日診療を行います

■今月の休館日

市立図書館
7 日㊋・14 日㊋・19 日㊐・
20 日㊊㊗・21 日㊋・28 日㊋・
29 日㊌

若狭図書学習センター
6 日㊊・13 日㊊・21 日㊋・
23 日㊍（2F のみ）・27 日㊊

市民サービスコーナー
19 日㊐・20 日㊊㊗

温水プール
6 日㊊・13 日㊊・21 日㊋・
27 日㊊

特設人権相談
とき：15 日㊌　
　　　13 時〜15 時
ところ：働く婦人の家
　　　 問法務局☎52・0238
悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談して
ください

親子運動遊び※
とき：3 日㊎、17 日㊎
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子どもと一緒に体を動かし
て遊びます。親子でのふれ
あいを楽しみましょう

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

▼仮社屋の住所等はこちらです
小浜市和久里15-22-8
☎ (0770)56-5212 ・FAX(0770)56-5215

お気軽にお問い合わせください
現在、仮社屋で営業しております

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

誕生会※
とき：22 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
今月に誕生日を迎えるお
子 さ ん の お 祝 い を し ま
しょう

のびのび広場※
とき：29 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
季節に応じた活動や運動
会など、子どもが楽しむ
親子遊びを提供します

5日㊐　：いちせクリニック（南川町）
　　☎ 53・2415

12日㊐　：★小津外科医院（日吉）
　　☎ 52・0072

19日㊐　：★田中整形外科医院（千種一丁目）
　　☎ 52・6868

20日㊊㊗：★しんたにクリニック（駅前町）
　　☎ 64・5321

26日㊐　：★山手医院（山手一丁目）
　　☎ 53・5511

■各種相談・休館日など

エイズ・肝炎相談、検査
とき：6 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
匿名で、エイズ・肝炎に
関する相談や、検査を受
けることができます

着物古布買取
着物・帯・手織り木綿・古縮緬

男物着物買取強化中

歓迎…昭和初期以前の着物/帯/帯留/縮
　　　緬/綿紗/手織り木綿/裂き織り/
　　　布団の皮/筒描き/絣/現代物のサ
　　　イズの大きな着物（シミ汚れのない
　　　もの）特に男物着物・袴など
不可…ウール/化繊/昭和中期羽織/喪服

リサイクル着物 やまてん☎52-5963
小浜市駅前町 16-7（バロー様入り口前）

春からの進路に向け！ 普通車３月入校！

小浜自動車学校
地域に愛され、貢献できる
学校を目指しています

まだ間に合います！
地 元 学 生 応 援 キ ャ ン ペ ー ン

2017/3/30迄



公式Facebookで
地域の情報を発信中

便利なまち歩きアプリ
「お散歩ナビ」はこちらから
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写真連載Life
輝く子どもたち

新入生体験入学（遠敷小学校・2月 2日）

もうすぐ小学生。初めての小学校はとても広かった。

「大丈夫かな・・・」。期待と不安が入り交じる。

迎えてくれた１年生のお兄ちゃんとお姉ちゃんは、優しかった。

少し前まで、君は僕だった。１年前のあなたは、わたし。

「大丈夫だよ」、「ありがとう」。

互いにつないだ、その手が温かかった。
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